
 

 
 

 

2016年７月６日 

各  位 

会 社 名  株式会社 東芝 

東京都港区芝浦１－１－１ 

代表者名   代表執行役社長 綱川 智 

       (コード番号：6502 東、名) 

問合せ先   執行役常務 広報・ＩＲ部長 

 長谷川 直人 

Tel 03-3457-2100 

 

機関投資家・アナリスト向け「2016 年度カンパニー別 IR説明会」の資料について 

 

 当社は、本日、機関投資家・アナリスト向けの「2016年度カンパニー別 IR説明会」を開

催し、別添資料内容を公表致しますので、お知らせいたします。 

 

以 上 
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2016年度カンパニー別IR説明会

2016年7⽉6⽇
株式会社 東芝
代表執⾏役社⻑

綱川 智
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カンパニー別IR説明会の位置付け

カンパニー
⾃主⾃律経営の強化情報開⽰の充実

カンパニー⾃らが市場と対話しコミット
定期的(年1回)に実績・実⼒を進捗報告
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東芝グループ経営⽅針

「誠実」な経営
• 企業倫理・法令遵守
• ⾵通しの良い企業⾵⼟の醸成
• CSR経営の実践

「健全」な経営基盤構築と成⻑
• キャッシュフロー基軸の事業運営
• ポートフォリオ・マネジメントの徹底
• カンパニー⾃主⾃律経営の強化
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16年度 信頼回復と再⽣に向けて

1. 注⼒事業領域への集中

2. 財務基盤の整備

3. 資本市場への復帰
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⼈と、地球の、明⽇を⽀える基盤事業に再編・注⼒

すべての活動を⽀える安全でクリーンな エネルギー

豊かな暮らしを⽀える 社会インフラ

⾼度な情報社会を⽀える ストレージ

1. 注⼒事業領域への集中
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2. 財務基盤の整備

57,000

15年度 16年度

売上⾼

営業損益
当期純損益

15年度 16年度

キャッシュフロー

(億円)

56,687 51,000

▲4,600

▲7,087 1,000

1,200

6,522

1,100

(億円)

▲1,907
東芝メディカル売却益及び

有価証券売却収⼊除く

キャッシュフロー基軸の事業運営を徹底
16年度 全事業⿊字化、18年度 株主資本⽐率10%以上

18年度

2,700 1,050

18年度

1,000
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3. 資本市場への復帰
「特設注意市場銘柄」指定解除に向けて、

「内部管理体制確認書」提出と審査に対し、着実に準備

2016年度 2017年度

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

マイルストン

内部管理体制確認書提出改善計画・状況報告書

⾃主規制法⼈殿による審査

カンパニー別
IR説明会
【本⽇】

2016年度
事業計画説明会

4Q決算発表

4Q決算
発表

中期経営⽅針
説明

カンパニー別
IR説明会

 2015年9⽉15⽇「特設注意市場銘柄」指定から1年経過後速やかに「内部管理体制確認書」を提出
 ⽇本取引所⾃主規制法⼈殿による審査後、内部管理体制に問題がない場合には指定解除
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インフラシステムソリューション社

ストレージ＆デバイスソリューション社

エネルギーシステムソリューション社

東芝テック株式会社

東芝映像ソリューション株式会社

東芝クライアントソリューション株式会社

インダストリアルICTソリューション社

2016年度事業体制

本⽇の説明カンパニー
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コンプライアンスを前提とし、
広く社会の皆様に対して

誠実な経営に取り組んでまいりますコンプライアンスを前提とし、
広く社会の皆様に対して誠実な経営に取り組んでまいります
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注意事項
●この資料には、当社グループの将来についての計画や戦略、業績に関する予
想及び⾒通しの記述が含まれています。

●これらの記述は、過去の事実ではなく、当社が現時点で把握可能な情報から
判断した想定及び所信にもとづく⾒込みです。

●当社グループはグローバル企業として市場環境等が⼤きく異なる国や地域で広
く事業活動を⾏っているため、実際の業績は、これに起因する多様なリスクや不
確実性（経済動向、エレクトロニクス業界における激しい競争、市場需要、為
替レート、税制や諸制度等がありますが、これに限りません。）により、当社の
予測とは⼤きく異なる可能性がありますので、ご承知おきください。

●注記が無い限り、表記の数値は全て連結ベースの12ヶ⽉累計です。


